CORONA 


コロナ自然通気お開放式石油ストーブ 

取扱説明書 


初使用時は給油タンクにな油を入れ、 
ス I -- ブにセツト後、20分 m 上待つ 
てか5点乂して < ださい。 

しんに十分打油びしみこまないラちに点乂すると、打油の 
吸い上げ不足となり、燃焼筒の赤熱不足び続<ことびあり 
ます。 




このたびは、コ□ナ石ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる所に「保証書 J となに大切に保 
管しでください。 


燃料は必す良質のな'庙 
使巧しでください。 

A 危険 


A 警告 

爲 

綿点 f 

ガソリン 使用禁止 
巧用 燃料： な巧 

巧類を燥厳禁 

KEROSENE ONLY 

A 注意 

’変質した持ち越しのミ由 
使巧 厳禁 

1 寝るとを消义 1 

1 給油時消义 1 



□ 特に';主意しでいたださたいこと 

(まをのために必すお守りください)1〜3 


丰ロミ由の廃棄について ————————— 3 

旦使巧する場所-3 

回各部のなまえ-4 

•外観図 „ 画''.- 4 

•構造図 ____________ 4 

□ 使用前の華備5~7 

•開こんと部品の忆ット-- —5 

•燃料-己 

•鈴由 6 

•点乂前の準備と確認-7 

且使用方法 - -^ 7〜9 

•点乂 -7〜8 

•炎の調節-8 

•ミ肖乂 ^- — 8 〜 9 

回巧震自動消义装置一- =9 

□ その他の装置.. . 9 

□ 日常の点検•ま入れ-10〜11 

回定期点検-12 

阻故障-異常の見分けちと処置ちま-12 

田部品交換のしかた-13 

旧保管（長期間使用しないとさ）。-13 

旧住様 - 14 

旧アフターサービス- 14 


乾電池別売 


乾電池は付属されていません。 

乾電池(単二形)4個をお買いホめ < ださい。 



株ぶ含な 3 U 蕭 


























































































田谢こま意していただまたいこと度をのためにおず約りくださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 

- 本文中のマークは、次の意味を表しまず。 


八を険 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が'死じ、重傷を負ラ危険 
または火災の危険が差し迫っでちじる 
ことが想定される内客を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が死じ、重傷を負ラ巧能 
性または义おのな能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が傷害を負ラ巧能'住や物 
的損害の発ちが想定される内容を示し 
でいます。 


A A 

このマークは、「ミち意」して 
いただく内容でず。 

0 ® ® 

このマークは、してはいけ 
ない r 禁止」を表していまず。 

o© 

このマークは、必ず実行し 
ていただく r 指示」を表して 
いまず。 


么を険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使巧しなしでください。 
乂おの原因になります。 


(§) 


么警告 (WARNING) 


カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使巧しないで < ださい。 
乂災の原因になります。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しない 
でください。 

巧類び落下しで乂びつき、乂災 
の原因になります。 



空ださ厳禁 

なべ、やかん、フライパンな 
どは、空だぎしないで < ださい。 
空だぎすると乂災や故障の原 
因になります。 



寝るとを消乂 


必 


寝るときや外化するときは、 

す消乂しでください。 

また、人目の届かないところでは、 

使巧しないでください。 

不完全燃焼や異常燃焼-义がの 
おそれびあります。 

消乂の際は、必すしん調節つまみび消乂位置にちどり. 
乂び消えたことを確かめでください。 



給油時消乂 

給';由は必す消乂し、乂の気のな 
いところでおこなつでください。 
乂がの原因になります。 




〇 



油ちれを険 

給';由□は確実に閉めでください。 

給';由□を下にしで、ミ由ちれびな 
いことを確かめでください。 

給ミを□び確実に閉まっていない 
と簡単にひらいで、义がの原因になります。 

換気必要 

換気せすに使用しつづけないで 
ください。酸素び不足すると、 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発をしで中養になるおそれび 
あります。また、乳幼巧や呼吸 
器疾患などのかたは体調不良に 
なるおそれびあります。 

使巧中は必す1時間に1〜2回 （1 〜2分）換気しで、新 
鮮な空気を補給しでください。換気するとさは、換気 
扇を使巧したり、2力所]^上の（風の化入りのある） 
開□部を設けると効率よく換気びできます。 

窓の凍結、地下室など換気び十分におこなえない揚巧 
では、使用しないでください。 


































































么警告 (WARNING) 


スプレー 吿厳禁 

スプレー生や力じットこんろ用ボン 
ベなどをス I -ーブの上や前に放置し 
ないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発し、 
ち陵です。 


0 



可燃性ガス使用厳禁 

ス I -ーブを使用しでいる部屋で、巧 
燃性ガスび発生するちの（ベンジン、 
シンナー、ガソリン）、スプレーを 
使巧しないでください。 

义災や故障の原因になります。 



么ま意に AUTION) 


燃焼中移動禁止 

乂のついたまま持ち運ばない 
でください。 

やけどのおそれびあります。 

また、転倒すると乂おになるおそれわ^'あります。 



0 


掃除機の排気にを意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
でないでください。 

風びあたるとホ乂び化たり、異常 
燃焼の原因になり危陵です。 



純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部品（指定され 
た部品）を使巧しでください。 

ず想しない事故び発をするおそれびあります。 



高電圧にミち意 

点义時 （ 通電時）に、点乂プラク''からは高電 
圧び発をします。点义プラグに不用意に触れ 
ないでください。感電するおそれびあります。 
特に小さいお子様にごを意ください。 


A 


異常時使用禁止 。 

におい、すすの発生、炎の色など 
異常燃焼を起こしたとぎは使巧し 
ないでください。 

緊急の場合でちあわでずにしんを 

下げで消乂しでください。 （ c ^8 - 9ページ） 


〇 


運搬ずるとを 

ストーブを運搬する場合は、給';をタンク-固 
定タンク巧の灯';由を巧いでください。 

運搬の途中で灯';由びこぼれで周囲を';ちすおそ 
れびあります。 



分解修理-改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造はち陵です。 

お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 



可燃物との距離を離ず 


燃えやすいちのや障 
害物とは、必す図に 
示す距離をとつで設 
置しでください。 
义災のおそれびあり 
ます。 



ほこりの除去 

ほこりを、とさどさ除去しでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼の 
おそれびあります。_ 

居室内給油禁止 

給';由は、必す乂の気のないところでおこなつ 
でください。 

乂がのおそれびあります。 


〇 

Q 


変質な油禁止 


Q 


変質灯';を（持ち越した灯油など)、不純灯';あ（灯 
ミ由外の'逆-水-ごみび混入した灯';あなど） 

を使巧しないで < ださい。 

異常燃焼やしんび下びらなくなるおそれびあります。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（図のア 
ミ部分）に手などふれなし、でくださし、。 
やけどのおそれびあります。 

小さいお子様やからだの不自由なちの 
いるご家庭では、特に'ま意しでください。 



次の場所では使用しない 

乂巧やす想しない事故の原因になります。 
♦水平でない場所、不安定な場所 
♦風のあたる揚所、部屋の化入□や屋外 
♦ほこりや湿気のをい場所 
♦不安定な物をのせた棚などの下 


Q 


♦巧燃性ガスの発をする揚巧またはたまる揚巧 

♦温室、飼育室など人のいない場所 

♦高地（標高1000上） （ 8ページ） 

♦理■美客室、クリーニング店などスプレーや化学 
薬品を使ラ場所 

♦マントルピースなどス I -ーブび囲われる揚巧 
♦直射曰化のあたる場所 







































么ま意に AUTION) 


廃棄ずるとを 


〇 


ストーブを廃棄処分するときは、必す給';あ 
タンク-固定タンク巧の灯';由を給油ポンプ 
などで巧き取つでください。（屈=11ぺージ） 

灯';由や乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わめ事故になるおそれびあります。 


曰甫①お手入れ時のま意 


曰常の点検-手入れは必すお 
こなつでください。 

点検-字入れは、ス I -ーブび 
冷えでからおこなつでくださし、。 
やけどのおそれびあります。 



〇 


(缺….りぺージ） 


燃焼筒のガラスび割れたままの使用禁止 


燃焼筒のガラスび欠けたり、割れで破損し 
たままの状態では、絶巧に使巧しないでく 
十 JL ' さし、 

異常燃焼したり、すすび発をするおそれびあります。 


〇 


保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとさまたは保管するとさ 



は、必す灯';由を巧いで、乾電池を取りはすしでください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 
乂災のおそれびあります。 


やかんやなべなどの使用ミ主意 


〇 


やかんやなべなどをのせた場合は、振動 
や接触によってやかんやなべなどの熱湯 
が'こぼれ、やけどのおそれびあります。 

やかんやなべなどのお湯び吹きこぼれたり、煮こぼれ 
した場合は、サービスに点検を依頼しでください。 
器具の故障の原因となりますので、日欠きこぼれや煮こ 
ぼれをさせないよラにミ主意しでください。 

また、やかんやなべなどをタンク室ふたの上には、の 
せないでください。内部に熱びこちりタンク室ふたな 
どび'あつくなり、やけどのおそれびあります。 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認 
しでください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒 
びずれでいたりすると異常燃焼 
し危陵です。 



ふく射熱に長時間あた5ない 


Q 


ストーブに直接長時間あたらないで<ださい。 

低温やけどや脱水症状になるおそれわ^'あります。 

お子様、お年書り、病気のち、巧ふの弱いちなどび 
お使いになる場合は、ストーフ'の取り扱い、部屋の換気、 
やけど、低温やけどや脱水症状などについで周囲の人 
び十分ミ主意しで < ださい。 


大なべ禁止 


〇 


天板の外周からはみ化すよラな大きななべ、 

鉄板をのせないでください。 

内部に熱びこちったり、炎び横にのびたりしで異常燃 
焼のおそれびあります。不安定なやかん、なべ、フラ 
イパンなどは使巧しないでください。捉倒するおそれ 
びあります。 


お願い (NCmCE) 

な油の廃棄 

灯';由の廃棄処分は、灯';由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


回使用する場所 


効果的に使用ずるために 


参外気に接する窓側などに置くと、ち気びストーブで暖められ、上昇 
巧流するので効果的です。 


•カーテンなど巧燃物との距離は十分とつでください。 


参扇風機やサーキュレーターなどで室巧の空気を巧流させると、より 
効果的な暖房びできます。 


•ストーブに直接、風びあたらないよラを意しでください。 
V 










































回る部のなまえ 

0+観図) 


天板一 

刀-ド 
燃焼筒 


覆板- 

点乂ボタンー 

しん調節つまみ 

置台- 

前板- 


〔構刖) 




タンク室ふた 


-反射板 

-とつで 

キャビネット(枠) 


スピード消乂ボタン 
-給;'由サイン 




ミ由タンク) 



(piS) 


ー ガラス外筒 

一外筒ベース 
燃焼筒つまみ 


※巧二お乾電池（別売）4個を使巧します。 













































































































因使用前の準備 


開こんと部品のセット 


1.包装箱からストーブを出す 2.燃烧筒を它ットする3.乾電化（お二お4個）を它ットする 


•包装箱からストーブを取り出しでください。 
•ガードをとめでいるテープをはすしで、ガー 
ドを開いでくださし、。 

•燃焼筒巧えをはすしでください。 

•タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはすし 
でください。 


•包装箱、タンク巧え、燃烧筒押えはストーブの 
伊對こ必要です 

また、取扱説お書ち忘れすに保管しでくださし、。 


タンク巧无 
(段ボール） 



•燃焼筒を亡ットしたら、 
ガードをもとどおりに取 
0なけで < ださい。 

•燃焼筒つまみを左ちに動 
かしで、しん案内筒に正 
しくずわつでいることを 
確認しでください。 



•乾電池は別売です。 

(アルカリ乾電池のご使田をおすすめします。） 
•同じ種類の新しい単二あ乾電化を4個田意し 
で < ださい。 

種類の異なる乾電池、または新しレ乾電池と 
ちい乾電池を組み合わせで使田しますと、液 
漏れや破裂のおそれびあります。 

•シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換し 
でくださし、消耗した乾電ミ扭を使用ずると、 
点义しにくい場合びあります。 

•を側にある電池クースじ、乾電池を電池クー 
スの絵のち向に合わせで正しくたツトしでくだ 



f 題画 

燃料は必ずな巧 （ J 旧1号な巧）を使用しでください。 

参 I 么筒货 I ガソリンなどの揮発性の高い';由は絕巧に使田しないでください。乂災の原因になります。 
• IA ミ主意 I 変質な';由、不純な';由などは絶み1に使ちしないで<ださい。 

参 添加剤や助燃剤などは使巧しないでください。 

参 口';由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた揚巧に保管しでください。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(义の気のなし巧斤でおこなつでくださし、。) 



変質 I 灯油•不純 I 灯油とは • 


長期間曰光に 
あたる巧や温 
度の局い P 斤し 
保管したなミち 




容器のふたが 
開けてちった0、 
乳白色のポリ 
容器で保管した 


巧;'由 



か-ごみや口 参極度に変質したも 


油な外の油が 
ほんのねすか 
でち混入した 
灯油 



のは、黄色巧がか 
つたり、ずつぱいに 
おいびします。 

必す灯ミを巧のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•な油はシーズン中 
(こ使い舌りましよラ。 


hr 


個1 ) 


第1糸 



(図 2) 


■変質な油やす純な油を使用ずると、機器の故障の原因になりまず。 

♦ミ由の程度にちよりますび、1曰〜， 

30日のご使用で、しんの先端（図1 ) L 曹ィーかたい 
または第1ホと第2ホの間（図 2) 

じ力ーボンやタールび巧着し、その 
部分びかたくなると同時に層くなっ 
で、スピード消义ボタンを巧した0、 

巧震自動消义装置び作動しでち、し 
んび下がらす消火しないことびあります。 

•点义しなかったり、点义に時間び力、かったりします。 

♦ホ熱ムラび出たり、燃焼筒び暗くなり、激しいにおいびしたり、異常燃焼し 
たりします。 

♦給ミ由タンクに灯ミ由び残ってレでち义力び小さくなつたり、しんび下びらなく 
なつたりします。 

•点义しでから完全燃烧まで時間びかかります。 

♦給ミ由タンクや固定タンクび腐食する原因になります。 



■万一変質な油や不純な油を 

使用したとさは… 

♦給油-固定タンク巧のな';由を巧さ、さ 
れいな灯ミ由で2〜3回洗っでから使田し 
でください。 

(悪し、ミ由び残っていると再発します。） 
(屈=11ページ） 

• しんのま入れをしでください。 

(廣11ページ） 

♦しんの手入れをしでち効果のないとき 
はしんを交換しでくださし、。 

しんの交換はお買レホめの販売店また 
は、コ□ナお客様ご相談窓□にご連絡 
ください。 


•変質な'油、不純な'油が'原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち保証の巧まがとなります。 
巧™ •変質な'油の処理でお困りの場合は、な'油をお買いずめの販売店にご相談ください。 

\ J 
































































































力を加是る 


3.給';由□を閱める 



参給巧□に力を加えで変おさせたり衝撃などを受けで変あしま 
すと、ミ由ちれやお'油□が完をに閉ま6ない原因になりますの 
で、変形させないでくださし、。 

参変あしたものは、点検修理しでください。 


① お実にロック今⑨ロックのお認 

[パチン J と音がず 
るまで強く巧しでく 

持ち上げる 

ださし、。 


強く巧す 

1 


カラーサイン 


給;'由□を間めたあ 


と、先端を指で持 
ち上げ、開かない 
ことを確かめでく 
ださし、。 


么警告給';由□は、 r パチン J と音びするまで図の位 


置を強く巧しでお実に□ックし、先端を指で持ち上 
げで開かないことをおかめでください。 

系合ミ由□を下にしで、'油をれびないことを確かめでから、 
系合ミ由タンクをタンク室に正しくじットしでください。 

参 I 警告]給'油□びお実に閉まっていないと口'油び 
こぼれで、乂災の原因になります。 

参 カラーサイン■全面青で表示されでいることを確認 
しでください。。のよラな揚合はちラー度強く巧し 
でください。 

参 こぼれたロミ由はよくふきとつでください。 


が 



[ななが多いとき] 


■給油ずるときのめやず(給油サインで確認してくださし、) 

•ご使巧み、給油タンクののな油がかなくなると 
r 給油サイン J で給ミ由のず告をします。 
r 給油サイン J に ホ毎が 出できたら、 「給油の手順 
とま意」 にしたがって給ミ由しでください。約1〜 

2時間で給ミ由タンクののなミ由が'なくなります。 


[な巧びかないとぎ] 



キャビネット(枠)と同色 



巧色 

キャビネット(枠)と同色 


ホ色 


•が風 m 

オート給';由ポンプ（自動停止装置な）を使用する場合 

参巿販品のオートお;'由ポンプのお;由ホース先端（給;由 □) をお実 
に奥まで給;'由タンクに差这み、クリップで止めでから給;'由しで 
ください。 

クリップで固定しないと、自動停止しない 
でな';由びあふれることびあります。必す、 

クリップを止めでから給;'由しでください。 

※オートお;'由ポンプの取扱ちる（クリップの 
固定方る詳細）は、オートお;'由ポンプの取 
扱説明書を確認ください。 


給'油ホース 


オート給巧ポンプ 




(オート給;由ポンプ） 
給由 □ 


※才ート給—油ポンプの 
給'油□を奥まで給ミ由 
タンクに差込む 


4. ほ用前の準備 


A 警告給巧は必す消义しでから乂の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順とを意 



1.給';由タンクを取り出し、給油□を開< 

参タンク室ふたを開いで給;'由タンクを取り化し、オープンつまみを強く弓 I 
し、で、紛由□を開し、でくださし、。 おミ由□(断面） 

参燃烧中に給®タンクを持ち上げますと、安をのためにお;'由時 
自動;'肖义装置びはた6いで、自動的じ;'肖义します。 

参給;'由□の#の部かに zr = などがはさまっている場合は取り除 
いでください。；由ちれの原困になります。 

参給;'由タンクは、ぶつけたり落としたりしないよラ、でいねい 
に取口巧ってください。 




2.給ミをする 

参巿販の給;'由ポンプなどを使巧しで、ミ由量計を見なびらお;'由しでください。 
参;'由量計の半分くらいまで黒色に変わったら、給ミ由をやめでください。 


巧量計 




































































































4. ほ用前の準備 


万ードを開いでくださし、。 

しん調節つまみをち（点义位置）方向にゆっくりとまるまでまわし、しんをいっぱいに上げでください。 
燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げでマッチで点义しでください。 

燃烧筒をしん案内筒の上に静かに戻しでください。 

燃焼筒つまみを持って左ちに2〜3回動かし、燃烧筒のすねりを確かめでください。 

万ードを閉めでください。 




点义前の準備と確認 


水平な場所に設置 

〇、 

•ス I -ーブは、水平でま定のよ 
い床の上に設置しでください。 

♦傾斜した場所やお動の激しい 
場所で使巧すると、男萬燃焼 
やが震白動消义装置の誤作動 
の原因じなります。 


給な時自動消义装置 
の t ット。 

給';由タンク 


I 


白動的に 
t ツト 


♦給油タンクをじットすると 
自動的(こじットされまず。 

♦給ミ由タンクが禮実に入って 
いないと、じットされません。 


燃焼筒のすわり確認 



>燃焼筒のつまみを持つ 
でだちじ2〜3回動か 
しで、しん案内筒に正 
しくすねつでいるかを 
確かめでください。 


。使用方法 


巧震自動消义装置の它ツト 



♦しん調節つまみをち(点乂位置)ち 
向にゆっくりとまるまでまねずこ 
とにより自動的に t ットされます。 

• しん調節つまみをまねすとき「カチカ 
チ」と音がしで重いのは、巧震自動消 
乂装置が自動的にたットされでいる 
ためでず。 

♦一度じットされますと、しん調節は 
軽く、音ちなくなります。 



■電池点义のしかた 

1. しん調節つまみをまわし、点义ボタンを巧す 

参しん調節つまみをち(点义位置)方向にゆっくりとまるま 
でまわし、しんをいっぱいに上げでください。 

( しん調節つまみの突起び真上「点义位置 j になります） 

参点义ボタンを軽く巧しでください。 

ピーといラ放電音びしで点义します。 

参点义を確認したら、点义ボタンから静かに指をはなしでください。 

参点义後いつまでを放電を続けると、電池の消耗び早くなります。 

参点义プラグ(電極）巧おから白煙力化びるだけで点义しない場合は、しんをわすかに下げで点义ボタンを押すと 
点义しやすくなります。 

2. 燃焼筒のすわ〇巧認 

参燃焼筒のつまみを持って、左ちに2〜3回動かしで、しん案の筒に正しくすわっ i I 

でいるかを確かめでください。 I I 


AaB I 燃焼筒び正しくすわっていないと、最ネリからホ乂ですすけで異甫燃焼 




し、乂災になるおそれびあります。正しくすえがけでください。 

I レ\ミち意]燃焼筒のつまみを左ちに動かすときは、ガードや疆板び高温になつで 



いますので、ふれないよラにミ主意しでください。 

>しん、点义プラヴ(電極やその周囲）および電極板(先端部）びカーボンやタールでちれでくると点义しにくくな 
ります。しんのま入れや掃除をおこなつでください。11ページ） 

>しんのま入れや掃除をおこなつでち点义しにくい場合は、乾電池び消耗しでいる可能性びあります。 

同じ種類の新しい巧二お乾電池4個と交換しでください。己ページ） 


■マッチ点义のしかた情池点义び使えないとき） 


参レ么を意]マッチの燃えかすをしんが巧や置台の上に置かないでください。 

樹脂部分び焼損したり、乂災になるおそれびあります。 

参ミち意]燃焼筒び正しくすわっていないと、最ネリからホ乂ですすけで異常燃焼 
し、乂災になるおそれびあります。正しくすえ巧けでください。 


12 3 4 5 6 
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5. 使用方ま 


♦初めでご使用になるときや、しんの字入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給油タンクにな 
油を入れ、ス I ブにじツト後20分上放置しで、しんに十分なミ由びしみこむまでお待ちください。 
しんに十分な油びしみこまないラちに点义すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足び続くことび 
あります。このときは、いったん消义し、20分上待っでから点义しでください。 

参初めでご使用になるとき、点义後しばらく多少のにおいびしますび、これはス I ブに付着しでいる油 
などび焼けるときのもので異常ではありません。 

\_ J 


炎の調節（义力調節) 


炎の調節はしん調節つまみでおこないまず。 

参おやホ熱の状態を見なびら しんの下げす ぎや しんの上げす ぎの状態に 
ならないよラに調節し、操作部の「調節範囲 j 巧でご使巧ください。 


しん調節つまみ 

しん 

炎 I 

ち（点乂位置）ち向にまわす 

上がる 

伸びる 

I 左（消义位置）ち向にまわす 

下がる 

小さくなる 



X しんの下げすぎ 


燃焼筒の上部 
び黒い 



〇正しい炎のが態 


【下限】 

燃焼筒び十分に 
ホ熱しでいる 

ホ熱部分 




【上限】 

燃焼筒上の 
炎の伸びが 
3 cmJi •(下 


X しんの上げすぎ 


燃焼筒上に 
炎び3 cm な上 
伸びでいる 


I 


•点义を15〜20分たっで、部分的な炎の1申びや、燃焼筒のホ熱ムラびでるときは、燃焼筒つまみを持って左ちに軽く 2〜 
3回動かしでくださし、それでちおび伸びできたら、しん調節つまみを左（ニオイカット消义位置）ち向へまわしで正しい 
炎の状態に調節しでご使用ください。 

参点义をそのまま放っておくとしんの上げすぎのよラに炎びかびで、すすや一酸化炭素び発ちすることびあります。 

また、しんの下げすぎのよラに燃焼筒のホ熱び不足しでいるが態で燃焼しますと、燃焼音（ポッポッ ） やにおい-一酸化炭 
素び発ちずるばかりでなく、しんにカーボンび巧着し、しん調節ち重くなります。このよラなときはしんのま入れをしで 
ください。 （ 11ぺージ） 

♦しんを下げた状態から急激にしん調節つまみをち（点义位置）ち向へまわすと、一時的に炎び1申びでにおいや黒煙びでるこ 
とびあります。しん調節つまみをち（点义位置）ち向へまわすときは、炎を見なびらゆっくり操たしでください。 

参換気扇■超音波加湿器などを使用すると、炎びピンク色になることびありますび、異常ではありません。 

参高地(標高の高い所）では、空気びラすく、不完を燃烧になりやすいため、必す最大义力でご使用ください。 



ttiKS 


■通常消义のしかた 1. しん調節つまみをを（ニオイカット消义位置）方向に 

- まねす 


SD 点义超© ストド;'肖义店]© 



参しん調節つまみを左（ニオイカット消义位置）ち向にゆっくりと、 
軽くとまるまでまねしで、ミ肖义しでください。 

( しん調節つまみの突起び「ニオイカツトミ肖义位置"こなります） 


参ス I ブを巧したりしで消义しないでください。 

参1〜4分程度で消义します。 

参しん調節つまみを早くまわしたときや、ル义力で使巧しでからの消义は、 
炎び一瞬伸びることびありますので、數び'伸びなレよラゆっくりまねしで 
消义しでくださし、。 


2.消义のお認をする 

参必すミ肖义の確認をしでください。 




























































5. 使用方ま 


■スピード消义のしかた(緊急時の消义方法） 

急いで消义させるとぎ（緊急時）に使用しでください。 


厘置点义€!ち> スビ-ドミ肖义巧!© 



1.スピード消义ボタンを巧す 

参巧震自動消义装置び作動し、しんび下びります。 

(しん調節つまみの突起び「スピード消义位置」に戻ります。） 

♦通常消义にくらべで、消义時のにおいび強くなり、すすび発生す 
ることびあります。 


2.消义のお認をする 

参必す消义の確認をしでください。 


消乂しない（しん調節つまみの突起び r 消义位置」に戻5ない）ときは… 


参スピード消义ボタンを押しでを、しん調節つまみの突起び「スピード消义位置」に戻らないときは、戻るまで 
スピード消义ボタンを巧しなびら、しん調節つまみを左方向へまわしきつで消义しでください。 

f スピード消义ボタンを巧しでち、しんび完全に下びりきらない（しん調節つまみの突起び「スピード消义] 
位置」に戻らない）のは、変質なミ由などでしんの上部に、夕ールなどびをくな着しでいることび原因です。 
(原5ページ） 

L このよラなときは、しんのま入れをしでください。 （ C ^ ll ぺージ） J 

参 それでも（スピード消乂ボタンを巧しでも、しん調節つまみをまわしでち）しんび下がらす、消乂しないとき 
は、 給' 油タンクを取り出し、义び消えるまで 燃焼 させでください。 

〔このよラなとさは、お買い巧めの販売店または、コ□ナお客様ご相談窓□にご相談ください。〕 

\_ J 


消火後再点火ずるとさは… 


消义をすぐに再点义すると燃焼筒の温度び高くで、点义しなかったり、においびします。燃烧筒び;ちえるまで、 
6〜7分位待っでから点义しでください。 


、 J 


画巧震自動消义装置 

強い地震や振動、衝擊を受けたときは巧震自動消义装置び作動しで自動的に消义します。 

しん調節つまみをち（点义位置）ち向にゆっくりとまるまでまわすことにより自動的にじットされます。 

(国=7ぺージ） 

参巧震自動消义装置は、 JIS に定められた100〜195ガルの振動により作動するように調整しであります。 

したびってご使届中における弱い曰常的な振動、傾斜では作動しません。 

参変質ロミ由などでしんの上部にタールなどびをくな着しでいると、巧震自動消义装置び作動しでちしんび完全に下び 
りきらないで消义しないことびあります。このよラなときはしんのま入れをしでください。11ページ） 

参地震によって作動した場合は、周囲の可燃物、ストーブの損傷、灯;'由のあふれなど異常びないことを確認したあと、 
再点义しでください。 


因その他の装置(縱由時自動消义装置） 

燃焼中に、給ミ由タンクを持ち上げると、自動的に消义します。 （ しん調節つまみの突起び「スピード消义位置」に戻ります。) 
給ミ由時宜動消义装置は、消义した状態（しん調節つまみの突起が'「ニオイカット消义位置」の状態）でち働さます。 
給ミ由タンクをじットすると自動的にじットされます。 


参給;'由タンクび確実に入っていないと、它ットされす、点义できません。 

参燃焼中に、お;'由時自動消义装置び働いた場含、消义時のにおいび強くなることびあります。においを抑えるため、 
しん調節つまみで消义させ、しばらくしでから給;'由タンクを取り出しでください。 

参取り出すとき給ミ由タンクは、ストーブの天板の上を通過させないでください。ロミ由びたれると义災の原因になります。 




















タールなどを取り陈く。 



♦パッキンに、のび、のれ、ひびなどび入つでいた場含は交換する。 
(お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓 □ 
にごす目談ください。） 


♦しんのを入れをする。11ページ） 

♦斑]栗のない揚含は、しんを交頤ずる。 

(お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓 □ 
にごす目談ください。） 


>やねらかい巧で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 

'キャビネット（枠）のはすし' 
かたは、上記作動具合の処 
置ちま参照。 



♦感震部、作動部を点検する。 

f 燃焼筒と給ミ由タンクを取り出し、しん調節つまみを祐いたあと、1 
キャビネット（枠）下部（左石と後面）の止めねじ4本と前板巧央 
の止めねじ1本をはずし、キャビネット（枠）を前方に約 45 M 頃 
け、操作部が弓 I つかからないよう;'主意しで持ち上げではずしで 
[ください。 J 


>燃えかすなどを取り除く。 
M まつれを研る。 


燃えかす 


-ほつれ 


点乂プラク 
電 極 


しんの点乂部 


巧震自動消乂装置 

点検時は必す乾電池 
を巧いでください。 


しん案内筒パッキン 


使 

用 

ご 

と 


点検箇所 

置 台 
給油タンク 

I キャビネット(枠)、反 
が お板、 覆 板、置台など 


点検する内容 

>ミ由ちれ*ミ由のたまりや';由のにじみがなし、 
か。 


♦ほこりやちれびないか。 


処置方法 

•ミ由のたまりや、ミ由のにじみはふきとる。 

♦ミ由ちれのある揚合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでく 
ださい。 

♦ブラシややわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでくださし、。） 


観天 


板 


•化繊などのほこりび焼きついでいないか。 
♦白っぽく変色しでいないか。 


• しがらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 
• しがらせたやわらかい巧でふきとる。 


ス I -ーブの周囲 
乾電池 


♦巧臟物がないか。 

参点义しにくくなったり、点火時の「ピー」 
といラ放電音がかすれたり、とぎれるこ 
とがないか。 


♦周囲を整理.清掃し、可燃物はおり除く。 

•同じ種類の新しい乾電池(単二お4個)と交撰する。 


A 


点乂時(通電時)に、点乂プラグからは高電圧が発をします。点乂プラグに不用意に幽れないでください。 
感電するおそれがあります。点検•ま入れをするときは、必す乾電池をはすしでからおこなつでください。 


しん案内筒 


>燃焼筒をはすし、©ドライバー 
の巧で燃えかすなどを取 り隔く。 

»しんの先端をしん案内筒のた 
いらの部分に合わせ、燃えか 
すが'みぞに落ちないよラにを 
意しで < ださい。 


©ドライバー 


たいらの部分 



パ然焼筒をはすし、©ドライバーの先やブラシなどでカーボンや 



♦たいらの部分に燃えかすなどがたまって 
いなし、か。 

/燃えかずなどがたまると燃焼筒のすね 
りを悪くしで、燃焼を阻害することが 
あります。 


♦点义プラグの電極やその固囲あるいは電 
極板が、カーボンやタールでちれでいな 
いか。 

〔点乂不度の原因になります。〕 



♦燃えかずなどが舊ちでいないか。 
♦ほつれでいないか。 


動具合 I 

♦乾電池を巧いで、しんを上げ、置台のを 
側を前後に強く動かしたとき、巧震白動 
消义装置が作動しで、しんが最後まで確 
実に下がるか。 


震部(ふりこ、ベース )1 
•ごみ、異物、ほこりなどが付着しでいな 
いか。 


。ち動部（しん)] 

♦しんの上下は スムーズ か。 
♦タールの巧着はないか。 


♦のびたり、のれたり、傷んでひびが入つ 
でいないか。 


圓曰常の点検•手入れ 

点檢•ま入れは、消义をストーフ’び十分冷えでから、おこなつでください。 


•巧震自動消义装置を分解したり、ミ由でふいたりしないでください。 

■しんの標準出ブるは 8. 5 mm です。切ったり、長く弓 I さおしたりしないでください。 

■しん案の筒-給ミ由タンク-燃烧筒は変おさせないでください。また燃烧筒を落としで、ガラスを割ったりしないで 
ください。 


せしので で 
さおめし S 
お変巧頼 な 
変。いの せ 
を S 買を さ 
板さお理 れ 
極だ、修。つ。 
電くはにいほい 
やで合店さをさ 
極い場売だんだ 
電なた版くしく 
• 参 


日1回 


月2回 2力巧に1回 


月1回 


しん交霞 
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8. 曰常の点巧•手入れ 


オイルピン 


給ミ由ポンプ 


徐々じ傾ける 


■油タンク内（給油タンク•固定タンク）①変質な油や不純打油を取り除くときは 

処置ちま（义の気のないところでおこなって<ださい。） 

1 . スピード消义ボタンを押しで、巧震自動消义装置を作動させでください。 

燃焼筒と給ミ由タンクを取り出し、しん調節つまみを巧いたあと、キャビ 
ネット（枠）下部（左ちと後面）の止めねじ4本と前板中央の止めねじ 
] 本をはすし、キャビネット（枠）を前方に約45’傾け、操作部び引っ 
かからないよラを意しで持ち上げではすしでください。 

オイルピンを取り出しで、固定タンク内の灯ミ由を図のよラにしで抜き取 
り、きれいな灯ミ由で2〜3回洗っでください。 

(給ミ由サイン金具を巧し下げなびら、オイルピンをはすしでください） 

4. ミ由受けざらの底にたまっでいる水やごみは必す巧きれでふき取っでくだ 
さい。 

己.オイルピンをちとどおりピンびまっすぐ上を向くよラに、確実に下まで 
巧し込んで取り付けでください。 

6. 給ミ由タンク内ちきれいな灯ミ由でミ先い、良質の灯ミ由に交換しでください。 

しんの手入れちあわせでおこなつでください。ぺージ） 


2 . 


3. 



給ミ由サイン金具 


f © ドライバ- 

オイルピンのはすしかた 


二♦給;'由サイン金具を押し下げ 
なびらオイルピンをはすし 


で < ださい。 


参オイルピンびはすれにくい 

/// \ yiW ' 

/ ときは、 7 イナスドライバー 


' などを差し込んでこじりな 

給油サインを具 

びら引き抜いでください。 


しんの点検•手入れ（月1回) 


■変質な油や不純:な油などでしんの上部にカーボンやタールが付着し、不具合が生じた 
とき己ページ）は、しんの手入れをしてください。 


しんの手入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつでください。風びあたるとホ乂び出たり、 
異常燃焼の原因になり危険です。また、しんのま入れ中はにおいびしますので換気をしでください。 




おミ由タンク 


1.空タンクを它ットする 

参給;'由タンクのロミ由を巧いで、空タンクをじットしでください。 
参它ットしないとしんび下びつで、しんのま入れびできません。 


2.点义操作をする 



参しん調節つまみをち （ 点义位置）方向にゆっくりとまるま 
でまわし、しんをいっぱいに上げたあと点义ボタンを軽く 
押しで点义しでください 

参正しい炎の状態で燃烧させでください。 （ t ： S = 8ページ） 

3. そのままな巧びなくなっで、义力びルさくな 
るまで放置する 

4. 义力びルさくなつたらしんをいっぱいに上げ、 
消义するまで燃焼させる 


♦しんびかたくなっでいるときは、しんのま入れを2〜3回おこなっでください。 

♦しんの手入れをのご使巧は、しんを一壺下まで下げでから給;'由タンクに灯';由を入れ、ストーブにじットを20分]^上 
待ってしんに十分なミ由がしみこんでから点义しでください。 

しんに十分な';由びしみこまないラちに点义すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足び続くことびあります。 
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■次のようなときは新しいしんと交換してくださし、。（缺13ぺージ) 

参しんのま入れをおこなっでを力ーボンや夕ールびとれす、効果びないとき。 

参しんび水を含んでしまい、しんの上下操作び重くなったとき。 

参しんの上部び消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になつでいるとき。 


■しんについて 

参このストーブのしんは着义しやすいよラに点义部に切欠きびあります。 
参切欠き部分の繊組をほつれさせないでください。 



ノ 

















































回定期点検 

長期間ご使用になりますと、機器の点檢び必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了後などにお買いホめの販売店または、修理資格者〔(財）曰本6ミ由燃焼機器 
保守協含 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講習含修了者 （6' 庙機器技術管理±)など〕のいる 
店などに点檢の頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用の石油ストーブの点検をぜひ！ 


ご使用中止 

の 

こんなを状は 
ありませんか 

♦ミ由もれびする。 

参炎び不安定でススや黒煙び出る。 

♦器具を強くゆすっても炎び消えない。 

参焦げるよラなにおいや目が'チカチカする。 
参その他の異常や故障びある。 

► 

が障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 

点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


画な障 • 異常の見分け方と処!置方法 

参巧の表にちとブいで、お確かめください。 

参処置方るにより処置しでち良くならないときは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


現 象 

原 因 

点 

乂 

し 

な 

い 

燃 

焼 

筒 

び 

蒜 

熱 

し 

な 

い 

炎 

び 

ふ 

た 

よ 

る 

に 

お 

し、 

び 

す 

る 

ホ 

乂 

や 

ス 

ス 

び 

出 

る 

炎 

び 

大 

青 

< 

な 

ら 

な 

い 

し 

ん 

上 

下 

操 

作 

び 

重 

し、 

し 

ん 

び 

下 

び 

ら 

な 

い 

しし 

まん 

ラび 

す 

ぐ 

下 

び 

で 

消 

乂 

し 

な 

い 

で;'由 
し、夕 
るン 
のク 
にに 
消な 
乂ミ由 
すが 
る入 

乂 

の 

ま 

わ 

0 

び 

遅 

い 

処置方法 

参 

照 

ぺ 

I 

ジ 

おミちタンクに灯ミ由びない 

• 

• 


• 


参 






• 

給油ずる 

6 

水、変質な油、不純な油び混入しで 
いる 

• 

• 

• 

• 

• 

参 

• 

• 


• 

• 

• 

給';由タンク、固定タンク内の';由を 
抜き、きれいななミ由で洗い、しん 
も交換する 

11-13 

しん(こ十分な油びしみこまないラち 
に点乂した 

• 

• 


• 


参 






• 

給油後はしんを下げで 20 分政上待 
ち、しん(こ十分な油びしみこんでか 
ら点乂する 

8 

しんの上げすぎ 



• 

• 

• 








正しい炎のが態になるよラにしん 
を調節する 

8 

しんの下げすぎ 


• 


• 


参 







燃焼筒のすわりび悪い 



• 

• 

• 








燃焼筒つまみを左ちに動かしですわ 
0 をなおす 

7 

長時間閉め切った部屋で使巧しでいる 


• 


• 


参 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しん(こタールび付着しでいる 

• 

• 

• 

• 


参 

• 

• 


• 


• 

「しんの手入れ」をする 

11 

点乂プラヴの電極や電極板の;'号れ- 
変形 

• 












ちれは掃除、変形は販売店に依頼し 
で修理 

10 

点乂装置のコネクタや高圧コードび 
はすれでいる 

• 












正しく差し込むまたは、販売店に 
依頼しでずぐ修理ずる 

- 

乾電池び正しく入っていない、消耗 
しでいる 

• 












©©を正しく入れる 
新しい乾電池と交換ずる 

5 

燃焼筒の変形、破損 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けでいる 









• 




風の当たらない揚所で使巧する 
振動を憂けないよラ(こずる 

2 

しん上下機構が故障しでいる 

• 






• 

• 


• 



販売店に依頼しですぐ修理する 

- 

給ミちタンクび入っでいないまたは、 

お実に入っでいない 









• 


• 


給油タンクを確実に入れる 

7 

対震自動消乂装置び故障しでいる 









• 




販売店に依頼しですぐ修理する 

) 


参燃焼中や消义後に、ときどき「ポコンポコン J といラ音びしますび、これは給ミ由タンクから固定タンクへロミ由び流化す 
るときの音で異常ではありません。 
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团部品交換のしかた 

■部品交換のとさのを意 

不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必要な場合には、お買い求めの 
販売店または、修理資格若〔(財）曰本扫ミ由燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了若 
(扫ミ由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はコロナ 純正部品 とご指定ください。 



参しんの交換は、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談 
窓□へめ頼されることをおすすめします。 

参しんは必す検きに合格または認証された [コロナ 純正 しん SX - E 270 WYJ 
(ちの7— ク巧）をご使巧ください。 

器具に適合しないしんや、粗悪なしんを使巧しますと、1生能を十分発揮で 
きないばかりでなく义災や中毒の原因になります。 

しんの交換ちるは、替しんに同こんの「石;'由燃烧機器届しん取扱説明書」 
にしたびつでください。 



ドが gfeKi m 哪证化^効 ~^ 

点义プラヴ-電極板の交換は、お買い 
巧めの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご相談ください。 


燃焼筒の交換 


燃烧筒の刀ラスび割れたときは、 
お買い巧めの販売店または、お巧 
くのコ□ナお客様ご相談窓□にご 
相談ください。 
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乾電池（別売）の交換 


乾電池を交換するときは、必ず同 
じ種類の新しい単二形乾電池を4 
個使巧しでください。 

(厮5ページ） 

V_ J 


画保管 

おしまいになるときは、曰常の点検•字入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 


長期間使用しないとき 


1•給なタンク-固定タンク巧のななを巧ぎ取ってください。 11ページ） 

♦水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることちあります。 
♦なミ由を巧いたあとは、巧部をよく乾燥させでください。 

2•しんの手入れをしでください。 （[:^11ページ） 

3•必ず乾電池を取りはずしでください。_ 

4•内部のごみやほこりを取っでください。 

♦燃焼筒と給;'由タンクを取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネット(枠）下部(在ちとを面）の止めねじ4本 
と前板中央の止めねじ1本をはずし、キャビネット(枠）を前ちに約45‘ 傾け、操作部び引っかからないよラを意しで持 
ち上げではずしでください。掃除機などでごみやほこりを取り除いたのち、ちとどおりに組み立ででください。 


5•ストーブのが観を掃除しでください。 （原 =10ぺージ) 


6•巧 震 自動消义装置を作動させでください。 （扇 =10ページ) 


7•包装箱に入れで、を燥した場所に化平に保管しでください。 


♦ 0^ ま意 I 傾けたり、横倒しの状態では絶対に保管しないでください。 

•取あ説日月書は、保証書と巧に大切に保管しでくださし、 

•巧シーズンじお使いじなるときは、巧震自動消义装置の作動を2〜3回くりかえし、しんび最後まで下がることを確か 
めでください。 

\ _ / 
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画仕様 

- -------I- 


f 型なの呼び 

SX - E 2910 WY 1 

種 類 

しんな-放射お 

点义方君； 

高圧放電点火〈単二巧乾電池 (1.5 V ) 4個〉 

使用燃料 

なミ由 （ J 吃1号なミ由） 

燃料消費量 

2.87 kW (0.279 L / h ) 

暖房出力 

2.87 kW 

ミ由タンク客量 

已 .0 L 

燃焼継続時間 

約 18.0 時間 

標準適室 

木 造 13.0 nff ( 8置)まで 

コンクリート 16.5 m ‘(10 置)まで 

外巧ブ法 

局さ467關幅61 8 mni 奧わ 324 nim (置台を含む） 

質 量 

9.3 均 

しん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

巧径 75 rai 層さ 2.8 rai 

をを装置 

巧震 g 動消义装置 

その1也の装置 

給ミ由時 g 動消义装置 . 


※乾電池は別売です。（アルカリ乾電池のご使届をおすすめします。）同じ種類の新しい単二お乾電池を4個届意しでください。 


画アフターサービス 


f 刷 anwiMriJ 、 

♦このコ□ナ6ミ由ストーブにはな証書びついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店名 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切にな管しでください。 
♦な記期間はお買いあげいただいた曰から1を間です。 

♦巧のよラな原因による故障および事故につさましでは、 f 呆証の巧象になりませんので注意しでください。 

• 変質な';由や不純な';由など、またな';由な外の燃料使巧による故障や事故。 

•誤つた使巧方るによる故障や事故。 

\_ J 


な証書をごらんください。 


修理を依頼されるとを 


♦本書の「故障■異常の見分けちと処置ちる J ([^12 ページ）の頂にしたびって調べでち良くならないときは、 
お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連給ください。 

•ご連給いたださたい巧客は巧の通りです。 

• 品名 

• 型式の呼び 
•お買いあげ曰 

• 故障状況（でさるだけ具体的にご連給ください。） 

• ご住所-ご氏名-お電話塞号 

♦修理に際しでは、 f 呆証書をご提示ください。 

イ呆罰期間中であればな証書の規定にしたびって無料修理させでいただきます。 

♦ご不日月な点や修理に関するご相談は、お買い巧めの販売店かおちくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 


■保証期間び過ざているとをは 

参お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使用でさる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参扫ミ由ストーブの巧修用||生能部品（機能を維持するために必要な部品）のな有期間は製造巧ちのり後6ホです。 

■修理に出されるとさは 

参輸送時や運搬時に給ミ由タンク-固定タンク巧に灯;由び残ったままでずと、傾きやお動で灯ミ由びこぼれることびありまずので、 
必す巧さ取っでください。 

V_ J 
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E を市な淵 3-2-15 
E を市巧淵 3-2- 15 
新竊市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
秘本市哲質大夕保原7852 

をお市駅西新町 1-1-2 己 
を巧市駅西巧の 1-1-25 
書山市田中の 2-3-1 5 
福丹市和坦東 1-607 


〒955-0864 

〒955-0864 

〒950-0855 

〒381-0022 

〒399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
〒930-0985 
干 918-8237 


TEL (0256)32-2126 (代表） 
TEL 0256た 2-21 29代表） 
TEL 025)286-9131 代表） 
TeU 026)221-51 11ミげ表） 
TEL (0263)26-0051( 巧表） 

TEL (076)260-0567( 巧表） 
TEL か76た 60-003 如代表） 
TEL (076)444-0567 (代表） 
TEL か 776)23-0567 ミ代表） 


FAX の 256)35— 8519 
FAX (0256)32-2137 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の26た21 -0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX (076)260-077 己 
FAX 076 260-0738 
FAX 076)444-061 1 
FAX わ 776)23— 0580 


g 古屋市熱田区が田の 16-1 1 〒456-0004 

g 古屋市熱田区が田の 16-1 1 〒456-00日4 

静岡市駿'巧区富松 2-15-30 〒422-8日34 

岐阜市六条南 2-7-8 〒500 -8358 

津市富を屋 3-29-38 〒514-0819 

沼津市西巧路 888-1 〒41 0-0303 

吹田市南重田1 -8-47 〒巳64-日日44 

吹田市南を田1 -8-47 〒 564-0044 

高松市ミ里の 1-8-5 〒760-0078 

京都市伏見区け田段ノ川原町 70-1 〒61 2-8414 

巧!戸市西区枝吉 5-1 32 〒651 -2 133 

彦根市正法寺町南出78 〒522-0024 

福巧山市荒巧東の68 〒620-0061 


TEU 052)746-6600( げ表） 
TEU 052)746-6603( げ表） 
TEL の54に: 38-0005( げ表） 
TEL の5の 268-7555( げ表） 
TEL の 59)234-847 1 ( げ表） 
TEL (055)968-6210( 巧表） 

TEL (06)6380-21 11 ( 巧表） 
TEU 06)6386-5670( 代表） 
TEU 087)835-171 1(代表） 
TEU 075)643-2002 (代表） 
TEL の 78)922-2431 (代表） 
TEU 0749)24-6239 (代表） 
TEU 0773)22-0827 (代表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884-6554 
FAX の 54)238-0006 
FAX の 58)268— 7550 
FAX の 59)234-8472 
FAX の 55)968 — 6212 

FAX の 6)6386-7262 
FAX の 6)6:386-5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX の 75)643-087 日 
FAX の78)922-24% 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


に島市安化南区お園 3-27-2 日 
広島市を化南区巧園 3-27-2 日 
岡山ホ化区辰己 35-1 03 
米子市吕夕美の 235-1 
固南市徳山すーノ井手5631 -4 

福岡市博夢区東比惠 2-2-4 日 

福岡市博ぎ区東比恵 2-2-4 日 

化刀;州市ル賃化区愛着 2-6-4 

鹿巧島市坦上 7-16-5 

熊本市尾ノ上 1-11-12 

長崎県西彼许郡時まのを底郷お坦 74-1 

宮崎ホ霧島 3-59-2 

大分市兰な 1-19-7 


干731 -01 38 TEU 082)871-3310 (代表） 

干731 -01 38 TEU 日 82)871-331 5(代表） 
干700 -097 目 TEU 086)243-7751 (代表） 
干 683-0035 TEU 日 859)33-81 57(代表） 
干 745-0882 TEU 0834)22-5567 (代表） 

〒81 2-0007 TEU 092)474-5771( 巧表） 

干81 2-0007 TEL (092)474-6001 (代表） 

干 803-0828 TEL 093 592-861 1代表） 
干 890-0034 TEL 099 28 1-1321 代表） 
〒862-0913 TEU 096 た 67-736 パ代表） 
干851 -21 日目 TEL (095)882-7710 (代表） 
干880-日日32 TEL 0985)29-1 680代表） 
干 870-01 08 TeU 097)523-51 6パ代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX (092)474-577 己 
FAX か92 474-6414 
FAX の93お 92— 8666 
FAX (099)281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX 095)882-7767 
FAX わ 985)25-0685 
FAX の 97)523-5162 


を 巧を 巧 
をおサービス它ンター 
冨山営業所 
福井営業所 


東京都化区豊島 8-4-8 〒11 4-0003 

東京都化区豊島 8-4-8 〒11 4-0003 

東京都化区豊富 8-4-8 〒11 4-0003 

な川市畐松の 1-22-3 〒190-0011 

松戸市富塚新田 95-5 〒270-2222 

横お巿口塚区原宿 4 T 目 7-1 3 〒245-0063 

山梨県中巨摩郡昭和の西乗2491 -2 〒409-386目 

さいたま市が区旨原の 1-674-2 〒331-0812 

さいたま巿が区宮原の 1-674-2 〒331-0812 

富崎市問屋の西 1-3-22 〒370-0007 

宇都旨市藥瀬の2313 〒321-0933 

太田市畐林東の2375 干 373-0825 

か戸市ち原の 653-2 〒31 0-0852 

つくば巿谷田部 6788-1 9 〒305-0861 


TEL (03)3927-1151 
TeU 03)：3911-1131 
TEL (03)3927-1152 
TEL 日 42)51 9-5271 
TEL 日 47)312-833 日 
TEL か 45)852-4008 
TEL (055)268-1567 
TEL 048 651-1722 
TEL 048 651-1231 
TEL か 27^361-4806 
TEL (028)632-5105 
TEL 0276)38-6571 
TEL 日 29)241-2172 
TEL 029 839-5325 


ホし幌市白扫区平和通 16 了目南 1-19 〒〇 03-0028 

ホし幌市白石区米里3ま 2 T 目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち便の21 -2 〒〇41 -0824 

脚 II 市東姐川南1菜 2 T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広市西18柔化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

訓路市巧圍の 4-1 7 〒〇 85-0038 

化見市美ちの 9-1-30 〒〇 90-0064 


FAX の1 1)863-3154 
FAX の1バ87 1-24 日日 
FAX (0138)48-6080 
FAX (01 66 37-2338 
FAX わ 1 巧 35 - 751 0 
FAX (0154)24-0451 
FAX の 157)26-21 日7 


FAX の 17)7 斗 2-8275 
FAX の 17)7 斗 3- 1118 
FAX の1の 864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の172に 8-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)6 日 4-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22)23 目一8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX のの 4)31-0581 


FAX の 3)3927-1160 
FAX の 3)3927-1130 
FAX の 3)3927-11 目日 
FAX の 42)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX 048 651-6370 
FAX わ 4 が 651-6370 
FAX の 27)361-9139 
FAX (02 が 632-5205 
FAX わ 276)38—5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)836-1913 


東化地区 


青 巧 ま 盾 
青巧サービス它ンター 
中乂田営業所 
秋田サービス它ンター 
八戸営業所 
八ロサービス它ンター 
化前営業所 
化前サービス它ンター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
か巧営業巧 


青森市古館1了目 12-38 
青森市古館1了目 12-38 
秋田市泉中巧 4 T 目 4-1 8 
が田市が相川兰千刈 109-1 
八戸市売市4 了目 4-7 
八戸市売市4 了目 4-7 
化前市田園 1-2-1 
化前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州巿水巧区か巧工業固地4 了吕79 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


干030 -0946 TEU 017)742-8255( げ表) 
干030 -0946 TEL の 17)743-2971( 巧表) 
干01 0-0917 TEU 0 1 8)864-5671 (げ表) 
干01 0-0802 TEU 0 1 8)864-521 9(げ表) 
干031 -0073 TEU 0 1 78)24-5289( げ表) 
干031 -0073 TEU 0 1 78)47-6609 (代表) 
干 036-8086 TEU 0 1 72)28-391 0(げ表) 
干 036-8086 TEU 0172)26-4770( げ表) 
干020 -0823 TEU 0 1 9)622-4791 (代表) 
干020 -0823 TEU 0 1 9)604-0281 (巧表) 
干 023-0002 TEU 0197)22-415 日(げ表) 

干 983-003 日下£1_の22)23日一3181(げ表) 
干 983-0035 TEL (022)783-1 791 ( 巧表) 

干 963-8033 TEU 024) の 8-2240 (代表) 

干 990-2423 TEU 023)642-3255( 巧表) 

干 998-01 03 TEU 0234)31 -0571( 巧表) 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パーク 102 


〒901-2227 TEL の 98)897-5677( 代表 ） FAX の 98)897-5679 


07129002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒9日 5-8 己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒 945-08 17 

長岡工場長岡巿下条町着ノ浦1069〒940-1146 


TEL (0256)32-21 11(大げ表） 
TEL (02 日 7)23 —己17己(イザ表） 
下£1_(02己8)22-2121(代表） 


101WA1869- 0 1 2 3 dsp 22 


株式ちな 


ホームぺージ htt 



お客様ご相談窓□一覽表 I 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記の ご 相談窓 □にご 依頼ください。 

ご転居やご贈營品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□(こご相談く 

ださし、。 

各称、巧巧地、電話塞号は、変更ずる揚含がありますのでご3齋ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 
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店-巧巧巧巧巧 

夕 

ミ、ン業業業業業 

支它 

営営営営営 

幌 I 

サ館川広路見 

幌 

れ化函旭帯訓化 


巧-巧巧巧巧ち-巧巧巧巧巧 

夕 夕 

ま政業業‘__，業ミ、ン業業業業 

業 ま t Ain 
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営営営営 


ナ^备 お_ I 

古 g 岡阜津 サお都戸根^ 

古 阪 
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巧-巧巧巧 
夕 

ま^業業 
営営営 
島一 
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島 
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営営 

伴 

州島 


営営営営 
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福福化鹿熊長冨大 
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